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宜しくお願いします

新
入
生
に
望
む
こ
と

一
学
年
主
任　

唐
木
澤　

妙
子

　

新
入
生
も
入
学
し
て
か
ら
三
ヶ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
行
事

を
通
し
て
新
し
い
環
境
に
も
慣
れ
、

充
実
し
た
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

た
よ
う
で
す
。

　

四
月
に
決
め
た
ク
ラ
ス
目
標
は
、

ど
の
ク
ラ
ス
に
も
「
明
る
く
・
団

結
・
全
力
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が

入
っ
て
お
り
、
高
校
生
活
へ
の
意
気

込
み
が
詰
ま
っ
た
目
標
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過

ご
し
て
「
自
立
し
た
高
校
生
」
に
近

づ
い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
大
切
な
の
は

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。
自
分
の
行
動

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
責
任
を
持
て

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
苦
手
な
教
科
の
学
習
な
ど
に

も
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
。
部
活

動
等
で
忙
し
く
て
も
隙
間
の
時
間
を

見
つ
け
て
集
中
し
て
学
習
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
知
識
を
得
る
だ
け

で
は
な
く
、「
辛
い
と
こ
ろ
で
頑
張

る
・
我
慢
す
る
」
と
い
う
日
々
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
大
事
な
場
面
で
力

が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
場
面
で

ご
家
庭
で
の
励
ま
し
や
ご
協
力
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

言
葉
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。「
成
功

は
人
間
の
心
を
飾
っ
て
、
失
敗
は
人

の
心
を
豊
か
に
す
る
」
と
。
失
敗
を

恐
れ
る
こ
と
な
く
挑
戦
す
る
こ
と
が

夢
実
現
の
た
め
の
礎
に
な
る
は
ず
で

す
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
誰
も
が
そ
の
後

の
人
生
の
大
き
な
分
岐
点
に
立
ち
ま

す
。
そ
の
時
に
し
っ
か
り
と
自
分
の

考
え
で
道
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
今
年
一
年
、
こ
の
二

学
年
と
い
う
時
期
が
大
切
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
こ
の
時
限

ら
れ
た
時
間
を
無
駄
に
す
る
事
な
く

充
実
し
た
一
年
を
過
ご
し
て
下
さ

い
。

二
年
生
と
い
う
立
場

二
学
年
主
任　

中
田　

憲
一

　

二
年
生
は
「
中
だ
る
み
の
学
年
」

と
も
言
わ
れ
、
緊
張
感
を
失
い
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

先
日
の
学
年
会
で
も
お
話
し
し
た
通

り
受
験
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
、
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
受
験
勉
強
に
は

フ
ラ
イ
ン
グ
は
な
い
の
で
す
。
少
し

で
も
早
く
夢
実
現
の
た
め
の
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
て
下
さ
い
。
ま
だ
ま
だ
将

来
の
夢
・
目
標
の
は
っ
き
り
し
な
い

生
徒
は
こ
の
一
年
、
様
々
な
行
事
、

活
動
に
自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
将
来

へ
の
足
が
か
り
を
見
つ
け
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
先
日
新
聞
に
こ
ん
な

校 長　 菊地　　透

教 頭　 増渕　敦男

国
語
科

上
段
右
か
ら

　

堀
井　

利
光
（
一
年
付
）

　

加
藤　

泰
人
（
２
の
２
副
）

　

佐
藤　

弘
子
（
１
の
７
正
）

下
段
右
か
ら

　

幡
山
さ
ゆ
り
（
３
の
２
副
）

　

上
杉　

晃
世
（
３
の
６
副
）

　

山
崎　

和
美
（
１
の
３
正
）

　

栗
原　

由
佳
（
２
の
５
副
）

数
学
科

上
段
右
か
ら

　

小
松
﨑
佐
智
子
（
１
の
６
副
）

　

鵜
月　

洋
一
（
２
の
５
正
）

　

藤
田　

昌
巳
（
２
の
６
副
）

　

五
月
女
美
智
子
（
２
の
７
正
）

下
段
右
か
ら

　

手
塚　

直
也
（
１
の
２
正
）

　

舘
沼　

昇
一
（
３
の
１
正
）

　

増
渕　

裕
子
（
３
の
７
正
）

英
語
科

上
段
右
か
ら

　

川
嶋　

聡
美
（
２
の
４
副
）

　

篠
原　

玲
子
（
２
の
７
副
）

　

渡
辺　

聡
代
（
２
の
１
正
）

　

吉
沢　

幹
夫
（
１
の
２
副
）

　

イ
ベ
ー
ト
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

　

長
谷
川
良
子
（
１
の
６
正
）

下
段
右
か
ら

　

山
本　
　

仁

　

伊
東　

賢
治
（
３
の
５
正
）

　

西
垣　
　

徹
（
３
の
７
副
）

　

稲
葉　

久
恵
（
３
の
３
正
）

　

小
林　

裕
美
（
３
の
１
副
）

　

足
立　

一
則
（
１
の
４
副
）

理　

科

上
段
右
か
ら

　

飯
竹　

雅
巳
（
３
の
４
副
）

　

向
田　

眞
吾

　

満
岡　

紀
子
（
実
習
助
手
）

　

藁
科　
　

実
（
１
の
５
副
）

　

菊
地　

久
雄
（
主
幹
教
諭
）

下
段
右
か
ら

　

小
瀧　

貴
子
（
２
の
３
副
）

　

板
倉
有
紀
江
（
３
の
６
正
）

　

大
塚　

圭
子
（
２
の
６
正
）

　

唐
木
澤
妙
子
（
１
の
１
正
）

体
育
科

上
段
右
か
ら

　

中
條
佳
津
子
（
養
護
教
諭
）

　

小
橋　

可
奈

　

影
山
あ
や
子
（
２
の
３
正
）

　

鈴
木　

義
孝
（
３
の
２
正
）

下
段
右
か
ら

　

遠
井　
　

努
（
１
の
７
副
）

　

布
村　
　

隆
（
１
の
３
副
）

　

増
渕　

敦
男
（
教
頭
）

　

渡
辺　

孝
司
（
２
の
１
副
）

　

篠
崎　
　

悟
（
３
の
３
副
）

地
歴
・
公
民
科

上
段
右
か
ら

　

中
田　

憲
一
（
２
の
４
正
）

　

石
川　
　

誠
（
主
幹
教
諭
）

　

木
村　

元
春
（
１
の
１
副
）

　

中
田　

良
直
（
３
の
４
正
）

下
段
右
か
ら

　

飯
島　

好
子

　

五
月
女
弥
生
（
３
年
付
）

　

石
川　
　

努
（
１
の
５
正
）

　

関　
　

修
一

事　

務

上
段
右
か
ら

　

中
村　

有
紀
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
職
員
）

　

塩
谷　

貴
子
（
主
事
）

　

長
瀬
由
美
子
（
主
査
）

　

高
橋　

佳
幸
（
技
査
）

下
段
右
か
ら

　

齋
藤
恵
美
子
（
主
査
）

　

小
河
原
央
雄
（
事
務
長
）

　

岩
渕　

和
也
（
主
事
）

　

平
泉　
　

衝
（
公
仕
）

芸
術
科
・
家
庭
科

　

北
村
の
ぞ
み
（
１
の
４
正
）

　

星
野　

典
子
（
３
の
５
副
）

　

村
上　

結
郁

　

大
森　

陽
子
（
２
の
２
正
）

知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
楽
し
さ
が
分

か
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

夢
を
叶
え
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
あ
き
ら
め
る
の

で
は
な
く
、
挑
戦
し
て
い
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。
そ
れ
が
で
き
た
ら
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
生
徒
達
は
数
年
後
厳
し

い
社
会
へ
巣
立
っ
て
い
く
わ
け
で
す

か
ら
そ
の
と
き
の
た
め
に
、
自
分
を

さ
ら
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
学
校
と
家
庭
が

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

三
年
生
に
望
む
こ
と

三
学
年
主
任　

舘
沼　

昇
一

　

三
年
生
に
な
り
数
カ
月
が
経
ち
、

最
上
級
生
と
し
て
の
自
覚
も
で
て
き

ま
し
た
。
生
徒
達
は
入
学
し
て
か
ら

の
二
年
間
で
成
長
し
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
自
ら
考
え
行
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
何
が
必

要
か
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
三
年
生
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
進
路
実
現
の
た
め
、

自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
今
ま

で
以
上
に
努
力
し
、
学
習
し
て
い
く

こ
と
で
す
。学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、


